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～水に親しみ、水辺で遊ぼう～



水 に 親 し む

夏
だ
！
　
プ
ー
ル
だ
！
　
海
だ
！
　
川
だ
！
　
～
水
に
親
し
み
、
水
辺
で
遊
ぼ
う
～

　

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
開
き
が
、
７
月

１
日︵
日
︶に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
・
喜
多
・
久
米
・
平
野
・
帝
京
幼
稚
園
の
園
児
ら
、

お
よ
そ
１
１
０
人
が
参
加
し
た
プ
ー
ル
開
き
で
は
、
く
す
玉

割
り
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
に
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
﹁
神
伝
流
﹂

古
式
泳
法
が
披
露
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
児
た
ち
は
プ
ー
ル
に
入
り
、﹁
冷
た
い
﹂﹁
気

持
ち
い
い
﹂
な
ど
と
、
笑
顔
で
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
市
内
の
水
辺
の
空
間
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
あ
な
た
も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

1

2

3

4

1くす玉割り

2�子どもたちにお菓子の
　プレゼント

3「神伝流」古式泳法の披露

4水に親しむ園児たち

　今日のプール開きをとても
楽しみにしていました。神伝
流は初めて見る泳ぎ方で、す
ごいなと思いました。
　運動公園のプールは、幼稚
園のプールより大きくて、広

くて、水も温かくて、気持ち
がよかったです。
　スライダープールも思った
ほど恐くなくて、とても楽し
かったです。
　今年の夏はプールや海など、
いろいろな所へ行って、いっ
ぱい遊びたいです。

帝京幼稚園年長きりん組
大西　ゆら　さん
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水 辺 で 遊 ぶ

　長浜海水浴場（長浜港環境緑地西隣）が、 ₇ 月
₁₃日㈮にオープンしました。
　車を停めると、すぐ目の前に白い砂浜と青い海
が広がっていて、砂浜には日差しを防ぐ納涼台、
海には飛び込み台が設置されています。

　

肱
川
支
所
裏
の
河
辺
川
は
、
澄
ん

だ
水
が
ゆ
る
や
か
に
流
れ
、
緑
の

木
々
や
さ
わ
や
か
な
風
、
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
堪
能
で
き
る
水
辺
の
空
間
で

す
。

　

川
の
深
み
で
は
、
錦
に
し
き
鯉
が
悠
然
と

泳
ぐ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
穏
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

大
自
然
を
満
喫
で
き
る
河
辺
川
の

ほ
と
り
で
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　

古
き
良
き
民
宿
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま

に
、
素
朴
な
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

﹁
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
﹂。
そ
の
そ
ば
を
流
れ

る
河
辺
川
で
も
、
泳
い
だ
り
遊
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
付
近
は
河
辺
川
の
上
流
に
あ
た
る
た

め
、
少
し
流
れ
が
速
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

適
度
に
足
場
と
な
る
石
が
散
在
し
て
い
て
、

冒
険
好
き
な
家
族
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
宿
で
は
、
宿
内
で
の
食
事
は

も
ち
ろ
ん
、野
外
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
︵
要
予
約
︶

な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

　長浜海水浴場は、海水浴客が沖合いに流されな
いよう、防護ネットも設置されていて、安全に海
水浴を楽しむことができます。他にも駐車場（無
料）、更衣室兼シャワー室、トイレも完備されてい
て、快適に過ごすことができます。

　長浜地域では、長浜海水浴場の他に、沖浦、松笠、
須沢などで海水浴が楽しめます。

海
・
川
で
遊
ぶ
時
の
主
な
注
意
事
項

▽
子
ど
も
だ
け
で
出
か
け
な
い
。

▽
水
に
入
る
前
に
、
準
備
運
動
を
す
る
。

▽
遊
泳
禁
止
区
域
で
泳
が
な
い
。

▽ 

深
み
や
、
滑
り
や
す
い
所
に
気
を
つ

け
る
。

▽
流
れ
の
速
い
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

▽ 

天
候
が
悪
い
時
は
、
無
理
し
て
出
か

け
な
い
。

▽ 

自
分
の
技
能
レ
ベ
ル
を
知
り
、
無
謀

な
こ
と
は
し
な
い
。

▽ 

ご
み
な
ど
は
必
ず
持
ち
帰
り
、マ
ナ
ー

を
守
る
。
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歴
史
的
文
化
財
と
近
代
的
施
設
が
融
和
す
る
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
～
大
洲
市
立
新
谷
小
学
校
北
校
舎
完
成
～

　

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、﹁
大
洲
市
立
学
校
施
設
整
備
計
画
﹂
に
基
づ
き
、
旧
耐

震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
建
物
の
耐
震
化
と
老
朽
か
所
の
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
大
洲
市
立
新
谷
小
学
校
北
校
舎
が
完
成
し
、
７
月
５
日︵
木
︶に
落
成
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
落
成
式
で
は
児
童
や
地
元
の
関
係
者
お
よ
そ
２
５
０
人
が
集

い
、
そ
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
小
学
校
に
対
す
る
地
域
の
み
な
さ
ん
の
愛
着
は
強
く
、
建
設
に
使
用
す
る

木
材
の
一
部
は
新
谷
公
益
会
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
安
全
・
安
心

な
教
育
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
元
産
木
材
を
使
用
し
た
木
造
校
舎
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
物
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
大
洲
市
立
新
谷
小
学
校
の
歴
史
と
と
も
に
、
北
校
舎
完
成
の
際
に

設
置
さ
れ
た
﹁
あ
る
物
﹂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

安全・安心な教育環境の実現

広報大洲 ８月号 4



ご
存
知
で
す
か
？
　
新
谷
小
学
校
の
歴
史
的
文
化
財

新
谷
藩
の
陣
屋
「
麟り

ん

鳳ぽ
う

閣か
く

」

　

新
谷
小
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
﹁
麟

鳳
閣
﹂
は
、
慶
応
４
年
︵
１
８
６
８
︶

に
建
設
さ
れ
た
新
谷
藩
陣
屋
の
建
物
群

の
一
部
で
、
愛
媛
県
の
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藩
政
時
代
の
建
物
は
、
順
に
取
り
除

か
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
謁え
っ

見け
ん

所し
ょ

、
会

議
所
、
評
議
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
建
物
︵
麟
鳳
閣
︶
１
棟
が
現
存
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
建
物
は
、桁け
た

行ゆ
き

約
30
メ
ー
ト
ル
、

梁は
り

間ま

約
８
メ
ー
ト
ル
、
西
面
は
入い
り

母も

屋や

造
り
、
東
面
は
切き
り

妻づ
ま

造
り
の
桟さ
ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
の

平
屋
建
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
部
に
は
溜
ま
り
の
場
、控
え
の
間
、

謁
見
の
間
な
ど
が
あ
っ
て
、
か
ぎ
形
に

一
間
の
畳
廊
下
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
江

戸
末
期
の
貴
重
な
建
物
で
す
。

　

ま
た
、
市
指
定
史
跡
で
あ
る
﹁
新
谷

藩
陣
屋
跡
﹂
は
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

校
舎
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
の
結
果
、

数
々
の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
解
明
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

歴 史 を 刻 む

古代～中世の出土品 江戸時代の出土品

新
谷
小
学
校
の
歴
史

　

新
谷
小
学
校
の
前
身
は
明
治
２

年
、
新
谷
藩
校
求
道
軒
を
求
道
館

と
改
称
し
、
藩
士
や
子
弟
を
教
育

し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
５
年
の
学
制
改
革
に
よ

り
、
神
山
県
第
４
中
学
区
６
番
小

学
校
と
な
っ
た
後
、
明
治
７
年
に

令
教
小
学
校
、
明
治
20
年
に
新
谷

尋
常
小
学
校
、
そ
の
５
年
後
に
新

谷
尋
常
高
等
小
学
校
、
昭
和
16
年

に
新
谷
国
民
学
校
を
経
て
、
昭
和

22
年
に
現
在
の
﹁
新
谷
小
学
校
﹂

と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
に
、
新
谷
出
身
の
故

松
村
正ま
さ

恒つ
ね

氏
が
設
計
し
た
北
校
舎

が
完
成
、
翌
44
年
に
喜
多
山
小
学

校
と
統
合
、
昭
和
57
年
に
は
体
育

館
、
昭
和
58
年
に
は
東
校
舎
が
そ

れ
ぞ
れ
完
成
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
の
時
代
に
入
る
と
、
少
子

化
の
影
響
で
、
平
成
23
年
４
月
１

日
に
柳
沢
小
学
校
と
田
処
小
学
校

が
新
谷
小
学
校
と
統
合
し
、
歴
史

あ
る
小
学
校
は
、
地
域
の
核
と
し

て
新
た
な
出
発
を
迎
え
て
い
ま
す
。
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新
谷
小
学
校
北
校
舎
に
松
本
零れ
い

士じ

さ
ん
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
画
の
壁
画
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
５
日︵
木
︶、
北
校
舎
の
落
成
式
に
際
し
、
松
本
零
士
さ
ん
立
ち
会
い
の

下
、
壁
画
︵
縦
２
・
３
メ
ー
ト
ル
、
横
５
・
８
メ
ー
ト
ル
︶
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

松
本
零
士
さ
ん
と

新
谷
小
学
校
の
関
係

　
﹁
銀
河
鉄
道
９
９
９
﹂、﹁
キ
ャ
プ
テ

ン
ハ
ー
ロ
ッ
ク
﹂
な
ど
、
数
々
の
名
作

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
き
た

松
本
零
士
さ
ん
は
、
太
平
洋
戦
争
当
時

の
昭
和
19
年
か
ら
21
年
に
か
け
て
、
母

親
の
実
家
の
あ
る
新
谷
に
住
み
、
新
谷

小
学
校
︵
当
時
は
新
谷
国
民
学
校
︶
の

１
・
２
学
年
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
新
谷
の
里
で
、
活
発
で

多
感
な
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
松
本
さ

ん
は
、終
戦
当
時
の
新
谷
で
の
体
験
を
、

後
に
﹁
昆
虫
国
漂
流
記
﹂
と
い
う
作
品

で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

疎
開
先
の
家
か
ら
、
神
南
山
の
裾
野

を
国
鉄
内
子
線
が
走
る
風
景
を
見
か
け

た
松
本
さ
ん
は
、
満
天
の
星
空
の
中
を

走
る
夜
汽
車
を
想
像
し
、
そ
れ
が
﹁
銀

河
鉄
道
９
９
９
﹂
誕
生
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
松
本
さ
ん
の
作
品
設
置
は
、

﹁
ぜ
ひ
、
新
谷
に
ゆ
か
り
の
あ
る
松
本

さ
ん
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
画
の
壁
画

を
制
作
し
て
ほ
し
い
﹂
と
い
う
地
元
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
強
い
希
望
が
あ
り
、

そ
の
話
を
聞
い
た
松
本
さ
ん
が
快
諾
し

た
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
ふ
る
さ
と
か
ら
の
旅
立
ち
﹂
と
題

し
た
松
本
さ
ん
の
迫
力
あ
る
壁
画
は
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
作
品
で
す
。

　

今
後
、
原
画
の
複
製︵
原
寸
大
︶が
市

役
所
ロ
ビ
ー
な
ど
、
市
の
施
設
５
か
所

で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

松
本
さ
ん
の
自
宅
付
近
か
ら
望
む
神
南
山

名作誕生の秘話
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新
し
い
校
舎
は
、木
の
香
り
が
し
て
、

と
て
も
広
く
て
、気
持
ち
が
い
い
で
す
。

　

松
本
零
士
さ
ん
が
私
た
ち
の
た
め

に
、壁
画
を
描
い
て
く
れ
た
と
聞
い
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

他
の
小
学
校
に
は
な
い
も
の
な
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

壁
画
に
あ
る
﹁
空
飛
ぶ
汽
車
﹂
に
、

乗
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
壁
画
を
見
た
時
は
、
そ
の
大

き
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
舎
は
、
す
ご
く
広
く
て
過

ご
し
や
す
い
で
す
。
図
書
館
に
は
本
が

た
く
さ
ん
置
い
て
あ
っ
て
、
何
回
も
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
校
舎
で
、
大
好
き
な
勉
強

が
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新谷小学校１年
兵頭　　碧

あおい

　さん

新谷小学校１年
嶋
しま

家
いえ

　文
ぶん

太
た

　さん

松本　零士 さん

　およそ１5年ぶりに大洲を訪れた松本零士
さんは、新谷の地を「ふるさと」と表現さ
れました。

　松本さんは静かな口調で、こう語ります。
「新谷にある山あいの緑の色は、日本一暖
かい色だと思う。この色を見ると、ふるさ
とに帰ってきたと実感する。自然の中で、
自然と一緒に育ったことが、現在の元気の
源になっている。『少年時代』という、人
生の中で一番楽しい時間を新谷で過ごせた
ことが、本当に幸せだった」

　戦争という冷たい時代の中にあっても、
新谷で温もりのある少年時代を過ごした松
本さん。「ふるさとからの旅立ち」と題し
た壁画には、松本さんから子どもたちに、
あるメッセージが込められています。

　「人は誰でも人生に一度だけ、決心しな
ければならない時が来る。例えば汽車に乗
るか乗らないかで、人生が変わる。来たる
べき “時” を裏切ってはならない。
　無限大の夢と可能性の中で、夢を持ち、
志を抱いて、来たるべき “時” に旅立って
ほしい」

第２のふるさと
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弊
社
は
明
治
頃
の
創
業
で
、

平
成
元
年
に
法
人
化
し
ま
し
た
。

こ
の
地
は
市
場
も
近
く
、
海
に

近
い
と
い
う
好
立
地
条
件
の
た

め
、
海
水
を
循
環
さ
せ
て
活
魚

を
生
か
し
、
そ
れ
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

販
売
経
路
は
市
内
を
は
じ
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
路
を
拡

大
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
活
魚

を
弊
社
所
有
の
運
搬
車
で
運
ん

で
い
ま
し
た
が
、
経
営
合
理
化

に
伴
い
配
達
を
業
者
に
任
せ
、

販
売
の
み
に
特
化
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
で
は
売
り
上

げ
の
約
８
割
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
販
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
基
本
的
に
長
浜

産
の
活
魚
を
取
り
扱
っ
て
い
て
、

常
時
30
種
類
以
上
の
活
魚
を
揃

え
て
い
ま
す
。
水
揚
げ
が
あ
っ

て
か
ら
宣
伝
す
る
方
が
ロ
ス
が

な
く
効
率
が
良
い
で
す
が
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

種
類
を
多
く
取
り
揃
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
上
、
衛
生
面
で
は
特
に

気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。
調
理
用

具
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
経
営

の
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
浜
の
魚
は
全
国
的
に
も
評

価
が
高
く
、
テ
レ
ビ
番
組
に
食

材
と
し
て
提
供
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
味
に
自

信
を
持
ち
、
多
く
の
人
に
長
浜

の
魚
の
お
い
し
さ
や
魅
力
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

株式会社　濱　屋 
～愛媛天然活魚の百貨店～

◇所在地　大洲市長浜
◇電　話　52－0147

野　鳥
ヒメアマツバメ

（姫雨燕）
アマツバメ目アマツバメ科
大きさ13㎝

　鎌型の翼で上空を高速で飛び、昆虫などを捕ら
えるツバメ程の大きさの小鳥です。他のアマツバ
メやツバメに混じって現れることが多く、気をつ
けていないと分かりません。
　空中で生活しているため、姿をじっくりと見る
機会はほとんどありませんが、たまにコンクリー
ト製の橋げたの下などで、子育てしている姿に出
合うことがあります。初めて国内で観察されたの
が１９60年代といいますから、比較的新しく珍しい
野鳥といえます。市内でも時折現れる程度ですが、
冬期に見かけることがあり、どこかで越冬してい
るようです。最近は野鳥を観察する人たちも増え
て、多方面から情報が集まってきます。記録を残
すことで環境問題を考える一助になればと思って
います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財

刀 銘「隆国文政三年二月日」　１口
大洲市指定有形文化財（工芸品）
大洲市立博物館蔵

　この刀は、代々大洲藩のお抱え刀匠であった岡本
家 6 代岡

お か

本
も と

隆
た か

国
く に

が、文政 3 年（１8２0）２ 月に製作した
大小の刀のうち刃長70㎝、反

そ

り２.１㎝の大刀です。
　隆国は、安永 3 年（１774）に岡本豊

と よ

国
く に

の嫡男とし
て生まれ、寛政 5 年（１7９3）より大坂の刀匠尾

お

崎
ざ き

助
す け

隆
た か

、寛政１0年には鹿児島の刀匠伯
ほ う き の

耆守
か み

正
ま さ

良
よ し

に師事
して腕を磨きました。また、文化 7 年（１8１0）に家
督を相続した後も江戸の刀匠水

す い

心
し ん

子
し

正
ま さ

秀
ひ で

に師事し、
さらなる鍛刀技術の習得に勉めました。
　大洲藩の中でも優れた刀匠の一人に数えられる
隆国の作品は、豪

ご う

壮
そ う

優
ゆ う

美
び

なものも多く、中には県
の文化財に指定されているものもあります。この
作品は、地

じ

鉄
が ね

の精美、美しい丁
ち ょ う じ

字乱
み だ

れの刃文のほか、
反り、姿、身巾が備前刀の風格を感じさせる良刀
となっています。 （昭和40年 １ 月１日指定）

シリーズ
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大
洲
の
食
育

　
﹁
大
洲
市
食
育
推
進
会
議
﹂
が
、

食
育
月
間
で
あ
る
６
月
28
日

︵
木
︶、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
島
副
市
長
が
、
今
年
度
よ
り

就
任
さ
れ
る
14
人
の
食
育
推
進
会

議
委
員
へ
委
嘱
状
お
よ
び
辞
令
を

交
付
し
た
後
、
会
長
・
副
会
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

議
事
で
は
、
平
成
23
年
度
に
大

洲
市
全
体
と
し
て
取
り
組
ん
だ
事

業
と
、
食
育
関
連
機
関
︵
社
会
福

祉
課
・
農
林
水
産
課
・
産
業
振
興

課
・
学
校
教
育
課
・
各
小
中
学
校
︶

で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
事
業
に
つ

い
て
の
報
告
、
平
成
24
年
度
の
実

施
計
画
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

と
っ
て
お
き
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
探
し
て
い
ま
す

　
﹁
こ
の
季
節
に
﹂﹁
こ
の
場
所
か
ら
﹂

﹁
こ
の
角
度
で
﹂
な
ど
、
あ
な
た
だ

け
の
と
っ
て
お
き
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
写
真
・
場
所
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
し
ま

す
。

【
情
報
の
提
供
方
法
】

　

様
式
な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
題
名
・

コ
メ
ン
ト
・
撮
影
場
所
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参

い
ず
れ
も
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係　

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
３
２
︶

℻
㉔
０
０
８
０

メ
ー
ル

syoukoukankouka@
city.ozu.

ehim
e.jp

 【
観
光
係
職
員
の

お
勧
め
シ
ョ
ッ
ト
】 

　「
五
郎
畑
の
前
橋
下
ひ
ま
わ
り
」

　

 　
肱
川
に
架
か
る
鉄
橋
の
赤
と
、
ひ
ま
わ

り
の
黄
、
空
の
青
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

美
し
い
。
８
月
に
見
頃
と
な
る
。

　「
臥
龍
山
荘
」

　

 　

門
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ
目
に
付
く
の
が
、

石
積
み
の
間
か
ら
生
え
て
い
る
チ
シ
ャ
ノ

キ
。も
と
も
と
こ
こ
に
生
え
て
い
た
の
を
、

そ
の
ま
ま
石
積
み
に
は
め
込
ん
だ
。

　

こ
の
会
議
は
、
平
成
19
年
に
設

置
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
２
月

に
は
大
洲
市
食
育
推
進
計
画
を
策

定
し
、
こ
の
計
画
の
評
価
指
数
を

実
現
す
る
た
め
に
、
委
員
の
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
洲
市
民

全
体
へ
の
食
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
会
議
の
中
で
、
今
年
度
も

﹁
大
洲
市
食
育
講
演
会
﹂
を
10
月

19
日︵
金
︶午
後
７
時
よ
り
、
大
洲

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

食育事業報告の一例より
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まちのわだい

ほたるの光に癒しを求めて
～第40回柳沢ほたるまつり～

炭焼き体験の準備が進んでいます
～龍馬の炭窯完成～

きれいな花の祭典
～櫛生しょうぶ祭り～

どろんこでもへっちゃら！
～第18回どろんこミニバレー大会～

　柳沢ほたるまつりが、今年も旧柳沢小学校で盛大に
開催されました。
　天候にも恵まれたこの日、グラウンドいっぱいにバ
ザーテントが立ち並び、藤縄神楽の奉納やお菓子ま
き・魚釣りなどの催しが行われました。
　辺りが暗くなるとほたるの光が見え始め、その数は
徐々に増えていきました。幻想的なほたるの光に誘わ
れ、たくさんの人が柳沢を訪れました。

　北平地区のみなさんが作製していた龍馬の炭窯が
完成しました。
　作製に携わった地区のみなさんは、早速、炭窯に火
入れをし、出来具合を確認していました。
　この炭窯は、 ９ 月２3日の「わらじで歩こう坂本龍馬
脱藩の道」のイベントで使用されるものです。
　イベント当日、完成した炭窯は白い煙を立ち昇らせ
て、訪れた人たちを歓迎します。

　初夏の陽気を感じさせる青空の下、櫛生菖蒲園で櫛
生しょうぶ祭りが開催されました。
　今年は花が大きく育ち、来場者からも「大きい」と
いう声がしばしば聞かれました。朝から大勢の家族連
れでにぎわった会場では、バザーなどが催され、最後
には餅まきも行われました。
　櫛生しょうぶ祭りは、たくさんの地元住民の協力を
得て、毎年開催しています。

　長浜の柴地区で、田んぼをコートにしたミニバレー
大会が開催され、熱戦が繰り広げられました。
　小学生の部は、今年閉校になった柴小学校と対岸に
ある白滝小学校の児童が対戦しました。一般の部には
２２チームが参加しました。全身泥まみれになりながら
の好プレー？珍プレー？の連続に、観客から大きな歓
声が上がっていました。

6 月 9 日㈯・10日㈰

6 月10日㈰

6 月17日㈰

6 月23日㈯
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まちのわだい

親子でアイディア溢れるオンリー・ワン
の七夕飾り作り　～親子あそび～

いい汗かきました
～肱川バレーボール大会～

災害に強い地域を目指して
～大和地区自主防災組織一斉防災訓練～

負けられん戦いがここにある
～どろんこサッカー～

　肱川町内の １ 歳半から 3 歳児のいる親子を対象と
した「親子あそび」が、肱川保健センター ２ 階の保健
指導室で行われました。
　当日は親子 5 組、計１２人が参加し、子育て支援セン
ターの保育士と一緒に、七夕飾りの作成や読み聞かせ
などを行いました。
　協力しあって楽しみながら行われた「親子あそび」
に、会場は笑顔で包まれていました。

　肱川町内の各会場で肱川バレーボール大会が行わ
れ、男子１２チーム、女子 7 チームが優勝を争いました。
　早朝の雨により、各会場は蒸し暑い状況でしたが、
どの試合も白熱したおもしろい試合となりました。
　日頃のウップンを晴らすかのような見事なスパイ
クが決まると会場は大いに盛り上がり、選手や会場の
みなさん全員がいい汗を流しました。

　自主防災の向上を図ることを目的に、大和地区で一
斉防災訓練が行われました。
　当日は、一斉避難訓練から始まり、地震体験車訓練、
降雨・自然災害（ 3 Ｄ映像）体験訓練などが行われ、
さまざまな災害への対応を学びました。
　483人が参加した今回の訓練では、地域住民による
炊き出しが行われるなど、地域一体となって取り組み
ました。

　小雨の降る中、三善小学校付近の田んぼで、どろん
こサッカーが行われました。
　水着に着替えた児童たちは、ぬかるんだ田んぼの中
に入り、元気にプレーをしていました。どろんこにな
りながらも、必死にボールを追う子どもたちの姿に、
周りからは歓声と笑い声が巻き起こっていました。
　この取り組みは、三善地区の子どもたちの心と体を
育てる健全育成を目的に行っています。

6 月25日㈪

7 月 1 日㈰ 6 月25日㈪

7 月 1 日㈰
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愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
　
交
通
安
全
横
断
旗
寄
贈

　

こ
の
日
は
、
田
渕
常
務
を
は
じ
め
５

人
の
職
員
が
教
育
長
室
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

叶
本
教
育
長
は
謝
辞
を
述
べ
る
と
と

も
に
、﹁
子
ど
も
の
安
全
確
保
が
叫
ば

れ
て
い
る
昨
今
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

横
断
旗
を
十
分
活
用
し
、
さ
ら
な
る
交

通
安
全
指
導
に
取
り
組
み
た
い
﹂
と
話

し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
横
断
旗
は
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
た

い
き
管
内
各
支
所
よ
り
、
希
望
す
る
小

学
校
へ
直
接
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

おおずニュース

春
　
の
　
叙
　
勲

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　

檜
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
警
察
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

檜
ひ

田
だ

　和
かず

雄
お

　さん
（新谷）
元県警部

　

小
学
生
の
登
下
校
な
ど
に
お
け
る
交

通
安
全
の
た
め
の﹁
交
通
安
全
横
断
旗
﹂

の
目
録
が
、
６
月
６
日︵
水
︶、
愛
媛
た

い
き
農
業
協
同
組
合
の
田
渕
常
務
か
ら

叶
本
教
育
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
共
済
の
交
通
事
故
対
策
事
業
は
、
昭

和
48
年
か
ら
交
通
事
故
の
防
止
・
軽
減

の
た
め
の
交
通
安
全
対
策
な
ど
を
目
的

と
す
る
地
域
還
元
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
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Information

　

夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内　

風
の
博
物
館
・
歌
麿
館

　

版
画
体
験
教
室　

～
坂
本
龍
馬
を
彫
る
～

　

平
成
24
年
度
の
夏
季
大
学
で
は
、﹃
明

る
く
幸
せ
な
家
族
の
絆
づ
く
り
﹄
を
テ

ー
マ
に
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

高
橋
英
樹
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

俳
優
業
の
傍
ら
、
ご
自
身
の
家
族
を

題
材
に
し
た
本
の
出
版
も
さ
れ
て
い
る

高
橋
英
樹
さ
ん
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん

だ
お
話
が
聴
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

９
月
１
日
㈯

【
場
　
所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
時
　
間
】

午
後
３
時　

開
演

︵
午
後
２
時
30
分 

開
場
︶

【
入
場
料
】

一
律
１
０
０
０
円
︵
全
席
自
由
︶

【
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

市
内
各
公
民
館
、
市
立
図
書
館

市
立
博
物
館
な
ど

※ 

チ
ケ
ッ
ト
は
７
月
30
日
㈪
か
ら
販
売

し
ま
す
。

【
主
　
催
】

大
洲
市
・
大
洲
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】　　

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
㉔
１
７
３
５

※ 

駐
車
場
は
、
大
洲
市
観
光
駐
車
場
・

大
洲
南
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
版
画
体
験
内
容
】

　

版
画
で
描
く
テ
ー
マ
は
、
坂
本
龍
馬

ま
た
は
龍
︵
ド
ラ
ゴ
ン
︶
で
す
。

　

体
験
で
き
る
版
画
の
技
法
は
、
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
木
版
画
︵
ゴ
ム
版
画
︶

よ
り
お
選
び
く
だ
さ
い
。
１
日
で
彫
り
、

刷
り
上
げ
る
作
品
を
作
り
ま
す
。

　【
開
催
日
】

▽
第
１
回　

７
月
29
日
㈰

　

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

▽
第
２
回　

８
月
５
日
㈰

　

木
版
画
・
ゴ
ム
版
画

▽
第
３
回　

８
月
12
日
㈰

　

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

▽
第
４
回　

８
月
19
日
㈰

　

木
版
画
・
ゴ
ム
版
画

【
講
　
師
】

▽
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン　

山
田
き
よ

▽
木
版
画
・
ゴ
ム
版
画　

板
倉　

勉
つ
と
む

【
時
　
間
】

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

【
場
　
所
】　

風
の
博
物
館
・
歌
麿
館

【
対
　
象
】　

小
学
生
以
上

※
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
定
　
員
】　

各
教
室
20
人

※ 

作
品
は
１
日
で
完
成
し
ま
す
が
、
何

回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

演 

題

　
「
家
族
上
手
に
生
き
る
」

【
受
講
料
】　

１
人　

５
０
０
円

【
締
め
切
り
】

各
開
催
日
の
５
日
前
ま
で

︵
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
風
の
博
物
館
・
歌
麿
館

☎
㉞
２
１
８
１

℻
㉞
３
９
６
６

【
休
館
日
】　　
火
曜
日

【
営
業
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
山
田
き
よ
展
の
お
知
ら
せ
】　

▽
期　

間　

７
月
５
日
㈭
～
９
月
９
日
㈰

　

版
画
体
験
教
室
の
講
師
で
も
あ
り
、

版
画
家
の
山
田
き
よ
さ
ん
の
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
素
敵
な

作
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

2012
大洲夏季大学

講
　
師

　

高
橋　

英ひ
で

樹き

さ
ん（
俳
優
）
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お し ら せ
【
日
　
時
】

８
月
26
日
㈰　

午
後
2
時
～
9
時　

※
雨
天
決
行

【
場
　
所
】

肱
川
緑
地
公
園
～
肱
南
商
店
街
︵
本
町
1
丁
目
︶

～
肱
北
商
店
街
︵
殿
町
・
常
磐
町
︶
～
新
町
商
店

街
～
ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲
～
肱
川
緑
地
公
園

︵
荒
天
時
：
大
洲
市
総
合
体
育
館
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
振
興
会
事
務
局

︵
い
づ
み
や
内
︶
☎
㉔
３
０
３
４

オ
フ
ィ
シ
ャ
ルW

eb

サ
イ
ト
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://ehim
eyosakoi.com

/

　

大
洲
に
華
や
げ
！
舞
と
絆
の
継
承
！

　

え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り

　大洲城を挟んでのV字ナイアガラの滝、岳
がく

人
じん

山
ざん

氏の尺八演奏に合わせての花火。大洲ならで
はの音と光の演出を、お楽しみください！

【日　時】　 8 月 3 日㈮、 8 月 4 日㈯
    午後 8 時～ ９ 時
 　　※雨天時は 6 日以降に順延

【場　所】　 8 月 3 日㈮　肱北河原
     8 月 4 日㈯　肱南河原

【問い合わせ先】
大洲市観光協会　☎２4－２664

　ながはま赤橋夏まつり 　夜空を彩る大輪の花
　大洲川まつり花火大会

【日　時】　 8 月 4 日㈯
【場　所】　長浜中学校グラウンドほか
【内　容】
▽長浜中学校グラウンド
　午後 3 時受け付け　魚のつかみ取り大会（小学生）
　午後 6 時00分～　 吹奏楽・アコースティックバ

ンド・ソーラン踊り　ほか
　午後 8 時30分～　花火打ち上げ
▽長浜ふれあい会館
　午前 ９ 時30分～
　第１6回ながはま赤橋夏まつり俳句大会
▽長浜スポーツセンター
　午前 ９ 時30分～　ヒストリックカーミーティング

【問い合わせ先】　
ながはま赤橋夏まつり実行
委員会

（大洲市観光協会長浜支部内）
☎5２－１１１１

広報大洲 ８月号 14



Information

【
問
い
合
わ
せ
先
】

夜
神
楽
実
行
委
員
会

☎
㉞
２
９
７
４
︵
岩
谷
分
館
︶

　

古
来
の
太
鼓
が
夜
空
に
響
き
、
神
楽

の
舞
が
神
秘
で
幻
想
的
な
世
界
を
奏
で

ま
す
。
今
年
で
₁₅
回
目
を
迎
え
る
夜
神

楽
は
、
岩
谷
地
域
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

　

今
年
も
大
蛇
が
空
か
ら
舞
い
降
り

て
、
皆
様
の
ご
来
場
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
森
と
水
を
考
え
る
交
流
会

︵
パ
ネ
ル
展
︶
も
開
催
し
ま
す
。

【
日
　
時
】
８
月
13
日
㈪

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

【
内
　
容
】

各
種
バ
ザ
ー
、
も
ち
・
菓
子
ま
き

【
場
　
所
】
旧
岩
谷
小
学
校

　

い
よ
い
よ
、

い
も
た
き
の
季

節
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
８

月
下
旬
か
ら
10

月
下
旬
ま
で
開

催
さ
れ
、
初
煮

会
で
は
肱
川
の

河
原
を
会
場
に

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
は
節
電
も
兼
ね
て
、
秋
の
夜
長

に
江
戸
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
月
明
か

り
の
下
、
涼
し
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら

３
０
０
年
の
歴
史
あ
る
大
洲
の
い
も
た

き
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
実
施
期
間
】
８
月
24
日
～
10
月
下
旬

【
実
施
場
所
】
如
法
寺
河
原

【
料
　
　
金
】
１
人　

２
０
０
０
円
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会

☎
㉔
２
６
６
４

　
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

第
15
回
山
鳥
坂
の
夜
神
楽

　

秋
の
風
物
詩

　
「
元
祖
お
お
ず
の
い
も
た
き
」が
始
ま
り
ま
す

　爆音超ど級の打上花火は必見！ご家族ご近所
お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

【日　程】　 8 月 5 日㈰午前１１時～午後 ９ 時40分
　　　　　※雨天時は翌日に順延

【場　所】　鹿野川商店街
【�内　容】
七夕飾りコンクール、お菓子まき（小学生以下
対象）・くじ付き餅まき・
文化協会発表・露店・
花火大会（午後 ９ 時～
鹿野川ダム湖）　ほか

【問い合わせ先】
鹿野川夏まつり実行委
員会

（肱川支所地域振興課内）
☎34－２3１１

　かわべふるさと祭り 　鹿野川夏まつり
　楽しい催しものがいっぱい。
　山あいにこだまする花火の音と光は迫力満点。
　この夏、河辺にきてみなはいや！！！

【日　程】　 8 月１4日㈫
　　　　　午後 4 時30分～ ９ 時30分

【場　所】　河辺ふるさと公園（おまつり広場）
　　　　　※雨天時：河辺中学校体育館

【内　容】　 花火大会・市川由
ゆ

紀
き

乃
の

歌謡ショー
　　　　　（握手会）　ほか

【問い合わせ先】
かわべふるさと祭り実行委員会

（河辺公民館内）　☎3９－２55１

「山
やま

鳥
と

坂
さか

鎮
し

縄
め

神
か ぐ ら

楽」
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お し ら せ
　

新
し
い
大
洲
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
９
月
１
日
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

供
用
開
始
を
前
に
、
新
セ
ン
タ
ー
で

調
理
し
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
を
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
試
食
し
て
い
た
だ

く
﹁
無
料
試
食
会
﹂
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
試
食
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
″
新
〟大
洲
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
試
食
会
を
開
催
し
ま
す

【
日
　
時
】

８
月
20
日
㈪
～
22
日
㈬

午
前
11
時
～
２
時
間
程
度

【
場
　
所
】

た
い
き
産
直
市　

愛
た
い
菜

︵
大
洲
市
東
大
洲
１
７
０
２
・１
︶

【
調
理
数
お
よ
び
品
数
】
左
記
の
と
お
り

【
主
　
催
】

大
洲
市
教
育
委
員
会

㈱
大
洲
給
食
Ｐ
Ｆ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
５
２
２
４

完成予想図

　
﹁
肱
川
あ
ら
し
﹂
と
は
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
霧
を
伴
っ
た
冷
気
風
が
、
肱
川

上
流
か
ら
伊
予
灘
へ
吹
き
出
す
と
い
う

世
界
的
に
も
珍
し
い
自
然
現
象
で
す
。

　

こ
の
﹁
肱
川
あ
ら
し
﹂
が
午
前
７
時

か
ら
７
時
30
分
ま
で
に
、
長
浜
大
橋
地

点
で
確
認
で
き
る
最
初
の
日
を
﹁
発
生

初
日
﹂
と
定
義
づ
け
、次
の
と
お
り
﹁
発

生
初
日
当
て
ク
イ
ズ
﹂
を
実
施
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】
８
月
１
日
㈬
～
９
月
20

日
㈭
︵
当
日
消
印
有
効
︶

【
応
募
方
法
】　

　

官
製
は
が
き
に
肱
川
あ
ら
し
の
発
生

初
日
予
想
日
﹁
平
成
24
年
○
月
○
日
﹂

と
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
お
よ
び
希
望
商
品
﹁
御
食
事

券
﹂
ま
た
は
﹁
特
産
品
﹂
を
明
記
し
て
、

下
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
は
１
人
１
通
と
し
、
応
募
に
よ

る
個
人
情
報
は
、
抽
選
、
商
品
発
送

以
外
の
用
途
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

【
賞
　
品
】

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
15
人
を

当
選
者
と
し
、
大
洲
市
長
浜
で
使
え
る

５
０
０
０
円
相
当
の
御
食
事
券
ま
た
は

特
産
品
を
贈
呈
。
ま
た
、
あ
ら
し
賞
と

し
て
、
正
解
者
の
中
で
抽
選
か
ら
外
れ

た
人
全
員
に
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

さ
ら
に
残
念
賞
と
し
て
﹁
当
選
者
﹂
お

　

肱
川
あ
ら
し
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ

よ
び
﹁
あ
ら
し
賞
﹂
以
外
の
中
か
ら
抽

選
で
40
人
に
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９
・３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０
・３

長
浜
支
所
地
域
振
興
課
内

﹁
肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会
﹂　

☎
�
１
１
１
１
︵
内
線
40
・
41
︶

日　時 調理数 品　数

８月２0日㈪

午前１１時～
２時間程度

１000食

おかず類３品８月２１日㈫ ２000食

８月２２日㈬ ２500食

近年の発生初日

平成２3年１0月２0日
平成２２年１0月１8日
平成２１年１0月１１日
平成２0年１0月１6日
平成１９年１0月１6日
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Information

　

え
り
も
町
と
の
友
好
関
係
は
、
市
町

村
合
併
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
え
り
も
町

の
﹁
風
の
館
﹂
と
旧
肱
川
町
の
﹁
風
の

博
物
館
﹂
が
、
姉
妹
館
提
携
を
し
た
こ

と
を
契
機
に
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

え
り
も
町
か
ら
は
、毎
年
行
わ
れ
る
﹁
肱

川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
﹂
へ
の
物
産
販
売

が
あ
り
、
ま
た
大
洲
市
は
、
平
成
22
年

度
に
﹁
え
り
も
町
の
開
基
１
３
０
年
記

念
事
業
﹂
に
招
待
さ
れ
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
大
洲
の
い
も
た
き
５
０
０
食
を
、

地
域
の
人
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
う
な
ど
、

年
々
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

え
り
も
町
は
、
豊
か
な
水
産
資
源
と

襟え
り

裳も

岬
や
黄
金
道
路
な
ど
雄
大
な
自
然

景
観
に
恵
ま
れ
た
、
漁
業
と
観
光
の
ま

ち
で
す
。
襟
裳
岬
沖
は
、
親
潮
と
黒
潮

が
出
合
う
場
所
で
、
サ
ケ
、
マ
ス
漁
な

ど
世
界
有
数
の
漁
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
洲
市
出
身
の
武
田
成な
り

章あ
き

が
設
計
、
建
設
し
た
﹁
五ご
り
ょ
う
か
く

稜
郭
﹂
や
、

小
樽
運
河
も
巡
り
ま
す
。

【
日
　
程
】

９
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮　

３
泊
４
日

【
定
　
員
】
20
人
︵
大
型
バ
ス
１
台
︶

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

な
お
、
定
員
が
10
人
に
満
た
な
い
場

合
、
訪
ね
る
旅
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
費
　
用
】
１
人　

６
万
９
０
０
０
円

　

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協
議
会

が
バ
ス
貸
切
料
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

８
月
６
日
㈪
～
24
日
㈮　

先
着
順

【
申
込
先
】

㈲
昭
和
旅
行
サ
ー
ビ
ス
長
浜
営
業
所

☎
�
３
２
２
８

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
手
続
き
の
資
料
を
お
送
り
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
友
好
都
市
交
流
促
進
協
議
会

事
務
局
︵
企
画
調
整
課
内
︶

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
２
３
︶

　

え
り
も
町
を
訪
ね
る
旅　

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
風
光
明
媚
な「
北
海
道
え
り
も
町
」の
旅
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　行　程　　※行程は、変更となる場合があります。

９/ ２5㈫
大洲市：５時50分発―松山空港→羽田空港→新千歳空港
―えりも町泊（夕食交流会）

１7時30分頃着

９/ ２6㈬ 宿舎－【えりも町内視察】－札幌市内泊
１7時頃着

９/ ２7㈭
ホテル―札幌市内【旧道庁他】－小樽市内【小樽運河他】
―【洞爺湖サイロ展望台】――【昭和新山】―函館市内泊
 １7時頃着

９/ ２8㈮
ホテル―函館市内【五稜郭公園他】－大沼公園―
函館空港→羽田空港→松山空港―大洲市 

２0時頃着
凡例）　　― 観光バス　　→ 飛行機
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お し ら せ
　

看
板
な
ど
︵
屋
外
広
告
物
︶
を
設
置
・

表
示
す
る
た
め
に
は
、
申
請
に
基
づ
く

許
可
と
手
数
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
適
正

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
申
請
の
な
い
ま
ま
設
置

さ
れ
て
い
る
広
告
物
は
大
幅
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
大
洲
市
屋
外
広
告
物
条
例

の
下
、
全
て
の
広
告
物
が
適
正
な
も
の

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

各
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
児

童
に
健
全
な
遊
び
の
場
を
与
え
る
と
と

も
に
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

幼
稚
園
、
保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い

児
童
も
利
用
で
き
ま
す
。
毎
月
の
行
事

予
定
は
各
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

【
開
館
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
休
館
日
】

火
曜
日
、
第
２
・
第
４
水
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
・
表
示
に
つ
い
て

　
大
洲
児
童
館・喜
多
児
童
館・徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

広
告
主
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

広
告
物
の
設
置
さ
れ
る
場
所
や
大
き

さ
な
ど
で
許
可
基
準
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
大
洲
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
管
理
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
２
４
４
︶

【
利
用
方
法
】

　

児
童
な
ら
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

※ 

幼
児
に
は
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必

要
で
す
。

【
施
設
利
用
料
】

無
料︵
た
だ
し
、参
加
行
事
内
容
に
よ
っ

て
は
、
一
部
負
担
が
あ
り
ま
す
。︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
児
童
館　

☎
㉔
２
２
８
５

喜
多
児
童
館　

☎
㉔
２
７
２
２

徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
㉔
４
７
３
５

　平成23年度市民ポストの運営状況

お寄せいただいた内容
　▽高齢者タクシー利用割引制度について
　▽不法投棄されるごみについて
　▽イノシシによる被害場所の修繕などについて
　みなさんから寄せられた意見・提言などは、市
政の参考資料として活用させていただきます。
　また、連絡先・氏名が記載してある場合は、
文書や電話などでお答えをしています。

【問い合わせ先】
企画調整課広報広聴係
☎２4－２１１１（内線5２２・5２4）

みなさんから寄せられた
意見・提言など　　　　　　　　　　　　　６件

【内訳】
　回答したもの　　　　　　　　　　　　　２件
　回答を要しなかったもの　　　　　　　　４件

（匿名などによるご意見で、回答できなかったものです。）

　「ふるさとＣＭ大賞えひめʼ１3」（主催：愛媛
朝日テレビ）が開催されます。
　みなさんのオリジナリティあふれる発想で、
ふるさと大洲をアピールするＣＭを作成してみ
ませんか。
　大賞作品は、年間２00回放送されます。ふるっ
てご応募ください。

【申込締切】
９ 月２8日㈮

【作品締切】
１１月30日㈮

【審査会（公開収録）】
平成２5年 ２ 月２4日㈰
松山市総合コミュニティセンター

【問い合わせ先】
ｅａｔ「ふるさとＣＭ大賞事務局」
☎08９－９46－９67１
企画調整課広報広聴係
☎２4－２１１１（内線5２２・5２4）

　ふるさとＣＭ大賞作品募集
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Information

新任委員名 電話番号 職　名 前委員名

大野　妙
たえ

子
こ

34－２９45 主　　任
児童委員 山内　光

みつ

郎
お

（敬称略）

平
成
２3
年
度
平
成
２4
年
度

以
　
降

医
療
分
　

所
得
割
額

１00分の6．35

１00分の7．70

医
療
分
　

均
等
割
額

１7，800円

２１，000円

医
療
分
　

平
等
割
額

２１，000円

２２，000円

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
退
任
に
伴

い
、
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
新
た
に
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
任

期
は
、平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
５

長
浜
支
所　
　

☎
�
１
１
１
４

肱
川
支
所　
　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　
　

☎
㊴
２
１
１
３

　

平
成
24
年
度
よ
り
医
療
分
の
所
得

割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
税
率
が
下
記

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉔
２
１
１
１

︵
内
線
１
２
９
～
１
３
２
︶

長
浜
支
所

☎
�
１
１
１
１
︵
内
線
15
～
17
︶

肱
川
支
所

☎
㉞
２
３
１
１
︵
内
線
２
１
２
︶

河
辺
支
所

☎
㊴
２
１
１
１
︵
内
線
１
１
４
︶

　

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
税
改
正
の
お
知
ら
せ

　
�「

退
職
者
医
療
制
度
」の
届

け
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
会
社
な
ど
を

退
職
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
う
ち
、
年
金
受
給
者
と
そ
の

扶
養
家
族
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

【
対
象
者
】

▽
退
職
被
保
険
者
︵
本
人
︶

・ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
65

歳
未
満
の
人

・ 

年
金
受
給
者
で
厚
生
年
金
な
ど
︵
国

民
年
金
を
除
く
。︶
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10

年
以
上
あ
る
人

▽
退
職
被
扶
養
者
︵
家
族
︶

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
世
帯
で
、

退
職
被
保
険
者
本
人
の
収
入
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
次
の
条
件
全
て

を
満
た
し
て
い
る
人

・ 

退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶

者
と
３
親
等
内
の
親
族

・ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
65

歳
未
満
の
人

・ 

年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
未
満

︵
60
歳
以
上
ま
た
は
障
が
い
者
の
場

合
は
１
８
０
万
円
未
満
︶

【
必
要
な
も
の
】

・
年
金
証
書
、
印
鑑
、
保
険
証

【
届
出
場
所
・
時
間
】

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

月
～
金
曜
日

︵
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。︶

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

�

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制

度
に
つ
い
て

　

付
加
年
金
と
は
、
定
額
の
国
民
年
金

保
険
料
に
月
々
４
０
０
円
を
上
乗
せ
し

て
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
増
額
︵
２
０
０
円
×
納

付
月
数
を
年
額
支
給
︶
で
き
る
制
度
で

す
。

【
加
入
対
象
者
】

　

自
営
業
者
お
よ
び
農
林
漁
業
従
事

者
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
第
１
号
被
保

険
者
、
任
意
加
入
被
保
険
者
︵
保
険
料

を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
、
国
民
年
金
基

金
に
加
入
し
て
い
る
人
を
除
く
。︶
が
対

象
で
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

年
金
手
帳
、
認
め
印

※ 

申
し
出
を
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら

の
加
入
と
な
り
ま
す
。
時
期
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
課
市
民
係　

☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
㉞
２
３
３
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
㊴
２
１
１
３
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お し ら せ

募　集　種　目 資　　　格 受　付　期　間 試験期日（１次試験）

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
一
般

航   空   学   生 高卒（見込み含）
２１歳未満の人 8 月 １ 日㈬～ ９ 月 7 日㈮ ９ 月２２日㈯

看   護   学   生 高卒（見込み含）
２4歳未満の人 ９ 月 3 日㈪～ １0月１日㈪ １0月２0日㈯

一 般 曹 候 補 生
１8歳以上２7歳未満の
人

8 月１日㈬～ ９ 月 7 日㈮ ９ 月１7日㈪

自衛官候補生
男　性 年間を通じて受け付け。 受付時にお知らせします。※１

女　性 8 月１日㈬～ ９ 月 7 日㈮ ９ 月２3日㈰～ ２6日㈬の１日

防 衛 医 科 大 学 校 学 生 高卒（見込み含）
２１歳未満の人

９ 月 3 日㈪～ １0月 １ 日㈪ １0月２7日㈯・２8日㈰

防 衛 大 学
校 学 生

推　薦
(学校長) ９ 月 3 日㈪～５日(水) ９ 月２９日㈯・30日㈰

一　般
(前　期) 高卒（見込み含）

２１歳未満の人
(自衛官は２3歳未満)

９ 月 3 日㈪～ １0月 １ 日㈪ １１月１0日㈯・１１日㈰

一　般
(後　期)

平成２5年 １ 月２3日㈬
～ ２ 月１日㈮ 平成２5年 3 月 ２ 日㈯

中
学
生
な
ど

高等工科学校 
生 徒

推　薦
(学校長) 中卒（見込み含）

１7歳未満の人

１１月 １ 日㈭～ １２月 7 日㈮ 平成２5年１月１２日㈯～ １4日㈪の
１日

一　般 １１月１日㈭～平成２5年１月7日㈪ 平成２5年１月１９日㈯

　
�

平
成
24
年
度
警
察
官（
高

卒
程
度
）
採
用
試
験
の
お

知
ら
せ

【
試
験
区
分
】警
察
官︵
高
校
卒
業
程
度
︶

【
受
験
資
格
】　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
17
歳
以
上

30
歳
未
満
の
人
︵
大
学
卒
業
者
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
。︶

【
一
次
試
験
】
10
月
14
日
㈰

【
案
内
配
布
開
始
日
】
７
月
６
日
㈮

【
受
付
期
間
】　

８
月
15
日
㈬
～
９
月
３
日
㈪

　

�

平
成
24
年
度
警
察
事
務（
初

級
）
採
用
試
験
の
お
知
ら

せ
【
試
験
区
分
】
警
察
事
務
︵
初
級
︶

【
受
験
資
格
】

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
17
歳
以
上

21
歳
未
満
の
人
︵
大
学
卒
業
者
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
人
を
除
く
。︶

【
一
次
試
験
】
９
月
23
日
㈰

【
案
内
配
布
開
始
日
】
７
月
６
日
㈮

【
受
付
期
間
】

８
月
15
日
㈬
～
９
月
３
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
大
洲
警
察
署
警
務
課

☎
㉕
１
１
１
１

　

�

後
期（
10
月
）入
学
生
徒
募
集

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

【
入
学
資
格
】

高
校
卒
業
資
格
取
得
を
考
え
て
い
る
人

【
出
願
期
間
】

９
月
３
日
㈪
～
13
日
㈭

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
８
９
︵
９
４
５
︶
０
１
３
１

http://m
atsuyam

ahigashi-h.esnet.
ed.jp/

　
�

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
の
お
知
ら
せ

【
受
験
資
格
】

病
気
な
ど
で
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
人
、
ま
た
は
日
本
国

籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

【
試
験
日
】
11
月
１
日
㈭

【
試
験
場
】
愛
媛
県
庁

【
願
書
提
出
先
】
文
部
科
学
省

【
出
願
期
間
】

８
月
17
日
㈮
～
９
月
４
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
義
務
教
育
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
９
４
１

大
洲
市
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課　

☎
㉔
１
７
３
３

　 平成24年度自衛官募集案内	 ★自衛官募集ＨＰ
       http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

※１　 平成２5年 3 月中等教育学校卒業予定者または高等学校卒業予定者の採用試験は、原則として平成
２4年 ９ 月１6日以降に行います。

【問い合わせ先】　自衛隊愛媛地方協力本部　大洲地域事務所　大洲市大洲678－１
　　　　　　　　旧大洲市立図書館 ２ 階（大洲小学校前）☎２4ー4１２3
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Information

　

今
夏
の
電
力
需
給
は
、
昨
年
以
上
に

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
７
月
～
９
月
の
節
電
目
標

を
、平
成
22
年
比
７
％
以
上
削
減
と
し
、

次
の
節
電
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
市
の
施
設
で
の
主
な
取
り
組
み
】

・
冷
房
時
の
室
内
温
度
28
度
以
上

・ 

昼
休
み
・
残
業
時
間
帯
の
エ
ア
コ
ン

電
源
オ
フ

・
不
要
な
照
明
の
消
灯
・
間
引
き

・
パ
ソ
コ
ン
の
省
エ
ネ
設
定

・
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
拡
充
︵
週
２
回
︶

・
ク
ー
ル
ビ
ズ
運
動
の
徹
底

　

ご
家
庭
で
も
、
熱
中
症
な
ど
に
気
を

つ
け
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
家
庭
で
の
節
電
の
ポ
イ
ン
ト
】

▽
エ
ア
コ
ン

・
室
温
は
28
度
を
目
安
に
。

・ 

２
部
屋
で
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
い
る

場
合
に
は
１
部
屋
︵
１
台
︶
に
。

・ ﹁
す
だ
れ
﹂
や
﹁
よ
し
ず
﹂
な
ど
で
日

差
し
を
カ
ッ
ト
。

　

節
電
の
お
願
い

▽
照
明
器
具

・
使
わ
な
い
時
は
、
こ
ま
め
に
消
灯
。

▽
冷
蔵
庫

・
設
定
温
度
は
﹁
強
﹂
か
ら
﹁
中
﹂
に
。

・ 

扉
を
あ
け
る
時
間
を
で
き
る
だ
け
減

ら
し
、
食
品
を
詰
め
込
ま
な
い
。

▽
テ
レ
ビ

・ 

省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す
る
と
と
も

に
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、
必
要
時
以

外
は
消
す
。

▽
ジ
ャ
ー
炊
飯
器

・ 
早
朝
に
タ
イ
マ
ー
機
能
で
１
日
分
を

ま
と
め
て
炊
い
て
、
冷
蔵
庫
や
冷
凍

庫
に
保
存
。

▽
待
機
電
力

・ 

長
時
間
使
わ
な
い
機
器
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
１
５
９
︶

　８月は「電気使用安全月間」です
　夏は水を使う機会が多い上に、暑さで汗をか
きやすくなるため、感電事故が多く発生してい
ます。
　「ぬれ手に電気」、「ぬれ手にプラグ」が危険
なことは、十分ご承知でしょうが、ついうっか
り差し込みプラグやソケットにぬれ手で触るこ
とがあります。
　電気製品を扱う時は、忙しい時でも、手をよ
く拭いてから取り扱う習慣をつけましょう。

【問い合わせ先】
　一般財団法人　四国電気保安協会
　愛媛支部　大洲事業所
　☎２3－50１２

　これから台風が多く発生する季節になりま
す。台風は、テレビやラジオなどで事前に情報
を知ることができるため、事前の対策が可能で
す。日頃から台風に関する備えと知識を身につ
け、被害を最小限に食い止めましょう。

事前の備え
　１ 　がけ崩れなどの危険か所や、避難場所・

避難経路を確認する。
　２　非常持ち出し品を準備する。
　３ 　停電や断水に備え、懐中電灯や携帯ラジ

オ・飲料水などの準備をする。
　４　付近の排水路などの清掃をする。

台風が近づいたら
　１　テレビやラジオの気象情報に注意する。
　２　強風時の外出は控える。
　３　危険を感じたら早めに避難する。

　消防署からのお知らせ
　「台風に対する備え」

市
庁
舎
で
実
施
中
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
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お し ら せ
　

�

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
に

つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

︵
支
給
停
止
の
人
を
含
む
。︶
は
、
受
給

資
格
確
認
の
た
め
、
毎
年
８
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
手

当
の
支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
別
途
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
が
期
限
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
間
経
過

す
る
と
、
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
４
７

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
３

　

�

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
・
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
皆
様
へ

　

先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど
︵
事
変
地

の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
︶
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
う
ち
、
慰
労

給
付
金
の
支
給
対
象
に
な
ら
な
い
人
に

【
日
　
時
】
８
月
17
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

︵
休
憩　

正
午
～
午
後
１
時
︶

【
場
　
所
】

大
洲
市
役
所︵
社
会
福
祉
課
裏
駐
車
場
︶

【
献
血
方
法
】

移
動
採
血
車
に
よ
る
４
０
０
㎖
献
血

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
０

　

�「
１
日
国
道
出
張
所
員
」
開
催

　

８
月
は
﹁
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
﹂
で

す
。
道
路
の
維
持
や
管
理
の
仕
事
に
ふ

れ
あ
い
、
道
路
に
対
す
る
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
地
域
の
児
童
を
対

象
と
し
た
﹁
１
日
国
道
出
張
所
員
﹂
を

募
集
し
ま
す
。
国
道
出
張
所
内
で
の
機

器
説
明
や
特
殊
機
械
の
展
示
・
体
験
な

ど
、
道
路
に
関
す
る
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
日
　
時
】
８
月
21
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
４
時

︵
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
︶

【
場
　
所
】

国
土
交
通
省
大
洲
国
道
出
張
所

︵
大
洲
市
北
只
１
６
４
︶

【
対
象
者
】
小
学
生

︵
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
︶

【
募
集
人
数
】
10
人
程
度
︵
先
着
順
︶

【
申
込
期
限
】
８
月
３
日
㈮

対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

【
請
求
期
限
】
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

【
請
求
書
類
】

　

高
齢
福
祉
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

【
請
求
書
類
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
１
０
０
・
８
９
２
６

東
京
都
千
代
田
区
霞
个
関
２
・
１
・
２

中
央
合
同
庁
舎
２
号
館
８
階

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室

業
務
担
当

☎
０
３
︵
５
２
５
３
︶
５
１
８
２

　

�
献
血
の
お
願
い

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
血
液
は
、
ま
だ
人

工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
絶
え
ず
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
献
血
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し

て
、
肝
機
能
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な

ど
の
生
化
学
検
査
お
よ
び
血
液
疾
患
検

査
、
糖
尿
病
関
連
検
査
を
行
い
、
結
果

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
数
回
献
血
い
た
だ
き
、
み
な
さ

ん
の
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
河
川
国
道
事
務
所
道
路
管
理
課

☎
㉔
６
５
２
６

　

�

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び

平
和
祈
念
の
黙
祷
に
つ
い
て

　

８
月
６
日
お
よ
び
８
月
９
日
の
原
爆

被
爆
67
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
広

島
市
お
よ
び
長
崎
市
で
は
、
原
爆
死
没

者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を

祈
念
し
て
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
左
記

の
時
刻
に
１
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
で
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
広
島
市 

８
月
６
日
㈪
午
前
８
時
15
分

▽
長
崎
市 

８
月
９
日
㈭
午
前
11
時
２
分

　

�

戦
没
者
追
悼
の
黙
祷
に
つ
い
て

　

８
月
15
日
㈬
は
、﹁
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
﹂
で
す
。

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
合
わ
せ
、
正

午
に
消
防
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
で
、
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

半
旗
の
掲
揚
を
お
願
い
し
ま
す
。
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Information

　

大
洲
土
木
事
務
所
で
は
、
道
路
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
県
道
の
草
刈
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
刈
草
は
主
に
焼
却
処
分
し
て

い
ま
し
た
が
、
資
源
の
有
効
活
用
や
環

境
保
全
の
観
点
か
ら
、
刈
草
の
リ
サ
イ

ク
ル
︵
再
利
用
︶
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
希
望
者
に
刈
草
の
提
供
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
畑
や
果
樹
園
の
敷

き
草
、
堆
肥
の
原
料
、
畜
産
用
の
飼
料

な
ど
と
し
て
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

刈
草
の
提
供
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

︵
希
望
者
受
付
中
︶

【
注
意
事
項
】

▽ 

刈
草
の
運
搬
は
、
希
望
者
に
て
お
願

い
し
ま
す
。

▽ 

刈
草
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
提
供

し
ま
す
。

▽ 

先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

県
管
理
の
河
川
で
発
生
し
た
刈
草
な

ど
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
土
木
事
務
所
道
路
課

道
路
第
２
グ
ル
ー
プ
︵
補
修
担
当
︶

☎
㉔
５
１
２
１

︵
内
線
３
１
８
・３
１
９
︶

　
�

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
カ

レ
ッ
ジ
「
リ
ー
ダ
ー
養
成

セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
生
募
集

　

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ﹁
リ

ー
ダ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
﹂
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
認
識
を
深
め
る
た

め
の
講
義
や
実
技
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
あ
な
た
も
仲
間
と
一
緒
に
実
践
力

を
高
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
実
施
日
時
】
９
月
13
日
㈭
、
27
日
㈭
、

10
月
11
日
㈭
、
26
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

※
最
終
日
は
午
前
10
時
～
正
午

【
場
　
所
】

〒
７
９
１
・
８
０
１
４

松
山
市
山
越
町
４
５
０
番
地

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

【
テ
ー
マ
】

▽
仲
間
づ
く
り
＆
交
流
会

▽
リ
ー
ダ
ー
の
必
須
ス
キ
ル
Ⅰ･

Ⅱ･

Ⅲ

▽
私
の
リ
ー
ダ
ー
実
践
道

【
対
象
者
】

組
織
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
た
人
や
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
人
、

ま
た
は
自
己
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

た
い
人

【
定
　
員
】
20
人
程
度
︵
応
募
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。︶

【
受
講
料
】
無
料

【
託
　
児
】

　

無
料
の
託
児
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
︵
９
２
６
︶
１
６
３
３

℻
０
８
９
︵
９
２
６
︶
１
６
６
１

※
月
曜
、
祝
日
は
休
館
で
す
。

　
�

加
戸
病
院
創
立
40
周
年
記

念
第
10
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
ご
案
内

【
演
　
題
】　

﹁
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て

～
福
島
原
発
の
産
業
医
と
し
て

睡
眠
医
学
の
視
点
か
ら
～
﹂

【
講
　
師
】　

谷
川　

武た
け
し　

先
生

愛
媛
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

︵
公
衆
衛
生
・
健
康
医
学
︶

【
日
　
時
】
９
月
１
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
場
　
所
】
加
戸
病
院
２
階
研
修
室

喜
多
郡
内
子
町
内
子
７
７
１
番
地

【
参
加
費
】　

無
料

【
対
象
者
】　

一
般
市
民

【
問
い
合
わ
せ
先
】

医
療
法
人
弘
友
会　

加
戸
病
院

☎
㊹
５
５
０
０
︵
𠮷
田
︶

【
提
供
方
法
】

　

県
道
各
所
の
仮
置
き
場
に
て
提
供
し

ま
す
。

【
提
供
期
間
】

８
月
中
旬
～
９
月
上
旬
の
予
定
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

大洲市立図書館	 　☎ 59－4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39－2111

図書館
■＝８月の休館日

〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�31日は館内図書整理日のため休館し
ます。

※��節電の要請により、館内の設
定温度は28℃にしています。

一般：ひんや～り　冷房いらず！
～涼の世界へご案内～

　蒸し暑い夏に、怖い話で涼しくなってみませんか？
　妖怪や幽霊、この時期になると「我が一番！」とでも
いうように、さまざまな本に登場します。
　そんな妖怪や幽霊が、どのようなところから生まれ、
語り継がれてきたのか。その正体を解き明かす秘密に関
する本や、背筋も凍るような怖い話の本の展示と貸し出
しを行います。

児童：�せすじがゾクゾク！おばけ・妖
よ う

怪
か い

大集合！
　おばけや妖怪って本当にいるのかな？
 こわ～いおばけに、ゆかいなおばけ、ちょっぴり
不思議な妖怪たち。目には見えないけれど、本当は
姿をかくしてどこかにいるのかもしれません。ペー
ジをめくると、ほら！君のそばに……。
　図書館では、せすじがゾクゾクするような、おばけや
妖怪、こわ～い話の本の展示と貸し出しを行います。

 ○館内ではお静かに。 
　　 多くの人が本を読んだり、勉強したりしていま

す。大きな声での会話、騒いだり走り回ったり
することは、他の人の迷惑になります。また、
音のなる靴での来館もお控えください。

 
○飲食はご遠慮ください。
　　 食べ物や飲み物がこぼれると、本が汚れてしま

います。館内でのアメやガムを含む飲食はご遠
慮ください。

 
○�長時間、荷物や資料を置いたまま離席しな

いでください。
　　 閲覧席を利用したい他の人が困っています。ま

た、盗難の恐れもありますのでご遠慮ください。
 
○携帯電話のご使用に注意してください。
　　 マナーモードに設定し、通話は館外でお願いし

ます。（大洲市立図書館では「携帯電話ブース」
を利用することもできます。）

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架しています。）
　図書館のホームページで図書の検索ができます。

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

８ 月展示

図書館からのお願いです
～館内でのマナーについて～

　雨の日の子どもたち、夏草
のパーティー、海のお城と少
年、青いワンピースの少女…。
季節の移り変わりを静かに見
つめ、感じ、描いた、いわさ
きちひろの夏の作品を収録。

　大坂の陣後、猿飛佐助、霧隠才蔵、
根津甚八たちが執拗に家康の首を
狙う。家康を守る伊賀組との暗闘、
激闘、死闘の数々 ! 忍者活劇小説。

『オール讀物』掲載を書籍化。

　インクを水に溶かして凍らせる
と、なぜインクと水はわかれて固
まってしまうのでしょうか? 水だ
けで固まろうとする氷のふしぎな
性質から、地球と氷の関係をやさ
しく描きます。

ちひろ夏の画集
いわさき ちひろ著　出版：講談社

佐助を討て
犬飼 六岐著　出版：文藝春秋

こおり（児童書）　
前野 紀一文，斉藤 俊行絵　出版：福音館書店
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実施日 受付時間 場　所 内　　　　　　　　容
１ 日㈬
２ 日㈭

午前 8 時30分
～ 11時 八多喜公民館

【対象者／料金】
▽特定健診
　40 ～ 70歳の国保加入者／ 1,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
　※保険証・受診券・質問票を持参してください。

▽胃がん検診
　40歳以上の人／ 1,200円
▽肺がん検診
　40歳以上の人／ 700円
▽大腸がん検診
　40歳以上の人／ 600円
▽前立腺がん
　50歳以上の男性／ 2,100円
▽肝炎ウイルス検診
　40歳以上の人／ 700円
　※75歳以上は、前立腺がん検診を除いて無料

▽後期高齢者健診
　75歳以上の人／無料
　※後期高齢者医療被保険者証を持参してください。

８ 日㈬

午前 8 時30分
～ 10時30分

地域活性化
センター

９ 日㈭ 農業構造
改善センター

10日㈮ 老人福祉
センター

20日㈪ 午前 8 時30分
～ 10時 旧柴小学校

21日㈫ 午前 8 時30分
～ ９ 時30分 戒川小学校

22日㈬

午前 8 時30分
～ 10時30分

白滝公民館

23日㈭ 櫛生
福祉センター

24日㈮ 出海公民館

27日㈪ 沖浦公民館

28日㈫ 今坊
しおさい館

30日㈭ 旧豊茂小学校

31日㈮ 午前 8 時30分
～ 11時 大和小学校

保健センター
大洲市保健センター☎23-0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52-3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34-2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39-2113（河辺地域）

８ 月の各種検診（健診）

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
７ 日㈫

午後 １ 時～
１ 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診（24年 ３ 月生） 母子手帳・アンケート・
タオル類８ 日㈬ 10か月児育児相談（23年10月生）

21日㈫ 1 歳 ６ か月児健診（23年 １ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ28日㈫ ３ 歳児健診（21年 ７ 月生）

特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診

婦人がん検診

実施日 乳がん受付時間 場　所 内　　　　　　　　　　　容
１ 日㈬
２ 日㈭

午前 8 時30分～ 11時
午後 1 時～ 2 時 八多喜公民館 子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場所

も午後 1 時～ 1 時30分です。
【対象者／料金】
▽乳がん
　40歳以上の女性／ 1,200円
▽子宮頸がん
　20歳以上の女性／ 1,000円
 　保険証をご持参ください。
　※75歳以上は無料

23日㈭ 午後 1 時～ 2 時 櫛生
福祉センター

24日㈮ 午前 8 時30分～ 10時30分
午後 1 時～ 2 時

出海公民館

30日㈭ 旧豊茂小学校

31日㈮ 午前 8 時30分～ 11時
午後 1 時～ 2 時 大和小学校

※ 特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお
取りください。
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無料法律相談
時　 8 月16日㈭　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111

年金出張相談
大洲地域
時　 8 月 7 日㈫ ･ １6日㈭ ･ ２4日㈮
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 8 月 ９ 日㈭　午前１0時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所　☎08９－９２5－5１05

人権相談
大洲地域
時　 8 月１7日㈮　午前１0時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 ２ 階）
時　 8 月 ９ 日㈭　午前１0時～正午
場　大川公民館
長浜地域
時　 8 月１7日㈮　午後 １ 時～ 3 時
場　長浜体育館 １ 階和室
河辺地域
時　 8 月１0日㈮　午前１0時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局　☎0570－003－１１0
    市役所人権啓発課　☎２4－１746

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 8 月２0日㈪　午前 ９ 時～正午
場　市役所 3 階会議室
問　市役所総務課行政係　　☎２4－１7２4
長浜地域
時　 8 月２4日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎5２－１１１１
肱川地域
時　 8 月 6 日㈪　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎34－２3２0
河辺地域
時　 8 月１0日㈮　午前１0時～正午
場　河辺公民館
問　河辺支所　☎3９－２１１２

物忘れ相談
時　 8 月２２日㈬　午後 １ 時30分～ ２ 時30分
場　総合福祉センター １ 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２4－２１１１ ︵内線１6９ ･ １76︶

心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 １ ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前１0時～正午・午後 １ 時～ 4 時
　　※祝日・年末年始を除く
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター １ 階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－03１3
    （相談室直通）　　　　☎２3－56２９
長浜地域
時　 8 月２4日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎5２－１１９4
肱川地域
時　 8 月 6 日㈪　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎34－２3１２
河辺地域
時　 8 月１0日㈮　午前 ９ 時～正午
場　河辺公民館
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－２5１0

不動産無料相談
時　 8 月１7日㈮　午前１0時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎２5－１747

ふれあいスクール相談【不登校など】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
　　祝日・年末年始を除く
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館〕　
問　☎２4－１4１4

青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
　　祝日・年末年始を除く
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎２4－7830

子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
　　祝日・年末年始を除く
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎２4－２１１１ ︵内線１85 ･ １88︶

《家庭教育・子育て相談》
時　 火・木・金曜日の午前 ９ 時～午後 4 時
　　祝日・年末年始を除く
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２4－4580

相 談 ご と 案 内
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 　軽度の症状の場合は、こちらの医院をご利用ください。  都合により当番医が変更になる場合があります。 
（小児科）� （内　科）

８ 月 ５ 日㈰ 亀 井 小 児 科
  （大洲市東大洲）

☎0893－ 24－ 3757
大洲喜多休日夜間急患センター

【場　　所】　大洲市東大洲８８番地 １
【電　　話】　０８９３－２３－１１５６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ９時～午後 ６時

※�休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

８ 月12日㈰ 八幡浜急患センター※
  （八幡浜市大平）

☎0894－ 24－ 1199

８ 月19日㈰ お お む ら 小 児 科
  （内子町城廻）

☎0893－ 44－ 7117

８ 月26日㈰ 大洲ななほしクリニック
  （大洲市東若宮）

☎0893－ 25－ 7710

日曜・祝日の当番医

曜　　日 昼間帯 【8:30 ～17:30】 夜間帯 【17:30 ～翌8:30】

月・火曜日 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 

☎24－2151

水 曜 日 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 

☎44－5500

木 曜 日 神南診療所（新　谷）

☎25－7720
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894－22－3211

金〜日曜日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 

☎24－4551
　�曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救

急などのご相談は、その日の当番にご連絡ください。

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

　

子
ど
も
の
頃
、「
銀
河
鉄

道
９
９
９
」
の
フ
ァ
ン
だ
っ

た
私
は
、
松
本
零
士
さ
ん
の

壁
画
を
見
る
の
を
楽
し
み
に

取
材
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
の
９
９
９
（
ス

リ
ー
ナ
イ
ン
）
に
は
、
大
人

の
１
０
０
０
に
な
る
前
で
、

「
未
完
成
の
青
春
の
終
わ

り
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

青
春
時
代
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
こ

の
名
作
ア
ニ
メ
を
観
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

�

か

現在の大洲

今 月 の 表 紙

　７月１日㈰、平野にある運動公園のプール開き
を取材しました。
　当日は、あいにくの曇り空でしたが、子どもた
ちはプールに入って大はしゃぎ。
　お互いに水をかけあったり、スライダープール
を滑り降りたりと、子どもたちは元気いっぱいに
水遊びを楽しんでいました。

平小学校６年（作成当時）
大野　るりさん

picture 写真
letter 題字作成者

税　　　別 ８月 ９月 10 月 11 月

市 県 民 税 2期 ３期

固 定 資 産 税 ３期 ４期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 2期 ３期 ４期 ５期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

８月の納税など　納期限は８月31日㈮です

人の動き（先月比）

人口　　　47,483人　（－21）
　男　　22,595人　（－12）
　女　　24,888人　（－９）
世帯数　20,190世帯（＋６）

交通事故（昨年同期）

　件数　　100件（92件）
　死者　   １人（１人） 
　負傷者　115人（116人）

（2012年６月末現在）

編
集
後
記

広告

0120－154－052
なんでも労働相談ダイヤル・無料

い　こ　う　よ　　　　　連　　合　　に

http://rengo-ehime.jp

TEL 0895-28-6679　FAX 0895-28-6689

※固定電話で上記のフリーダイヤルをご利用の
　場合は、直接南予地域協議会へつながります。

宇和島市中央町２丁目４番10号
宇和島労働会館２Ｆ

連合愛媛南予地域協議会
南予地域で働く皆
さんの味方です。
労働問題等でお困
りの方は南予地協
までご連絡下さい。
秘密厳守で対応致
します。

南予文化会館

焼肉　銀
マルオー

牛鬼ストリート

き
さ
い
や
ロ
ー
ド

宇和島労働会館２Ｆ
岩村万年堂

救急当番病院
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　豊
ほ う

　友
ゆ う

　会
か い

会　長　水　本　　武
たけし

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　元気の輪を広げる、持続ある地域づくりに取り組んでいる
豊茂地区の「豊友会」のみなさん。
　今回は、豊友会の水本武さんに、地域での活動内容や取り
組みについて話を伺いました。

　

豊
友
会
は
昭
和
42
年
、
青
年
団
を
退
団
し

た
若
者
15
人
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い

う
思
い
が
結
成
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
現
在
は
会
員
、
準
会
員
合
わ
せ

て
約
40
人
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

豊
友
会
の
主
な
活
動
内
容
は
、
鯉
の
ぼ
り

あ
げ
、
人
面
岩
付
近
の
樹
木
の
剪せ
ん

定て
い

、
人
面

岩
広
場
の
整
備
、豊
茂
イ
ル
ミ
テ
ヤ
な
ど
で
、

地
域
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
12
月
上
旬
か
ら
翌
年

１
月
ま
で
設
置
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
暗
闇
に
浮
か
び
上
が
り
、﹁
豊
茂
に
帰
っ

て
き
た
人
を
出
迎
え
て
く
れ
る
﹂、﹁
ほ
っ
と

す
る
﹂
と
好
評
で
す
。
最
近
で
は
高
齢
者
へ

の
声
掛
け
運
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
活
動
の

幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
続
け
る
上
で
最
も
心
配
な
こ
と

は
、
活
動
に
参
加
す
る
若
い
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
若
い
人
が
地
域
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
若
い
人
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
他
の
団
体
と
交
流
を
図
り
、
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
豊

友
会
の
会
員
は
地
域
に
対
す
る
深
い
愛
着
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
た
め
に
、
豊
茂
に
住
む
人
た
ち
の

た
め
に
形
に
し
て
い
き
ま
す
。
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